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3環境負荷低減の取組

環境負荷低減の取組 廃棄物の削減

■廃棄物等総排出量及び廃棄物最終処分量■地球温暖化防止・CO2の削減 ■取組内容事例
・塗装ブース給排気ファン省エネ化
・組立工程一部 LED化
　（天井水銀灯→LED）
・工場内エアコン更新による省エネ化
・コンプレッサー一部更新
・ボイラー一部更新
・パソコンをノート型に切替
・フォークリフト老代によるバッテリー化
・運搬車老代によるバッテリー化

■取組内容事例
・下、中塗りの1コート化
・塗装機器洗浄用シンナーの
　PRTR非該当化
・脱脂シンナーのPRTR非該当化

■塗装関連設備

都市ガス（宇都宮）

LNGプラント（小松）

■化学物質管理の取組

■取組内容事例
・廃棄物の有価物化による廃棄量の削減
・廃棄物の分別収集による、廃棄物の資源化
・塗装汚泥の脱水率向上（強制乾燥による汚泥の減量化）
・塗料の発注量の適正化による廃棄量の削減
・ダンボール梱包部品の通い箱化
・梱包用ビニールの再利用
・床材自動裁断機導入による廃棄物削減
　（ネスティング化による歩留まり向上）

●その他環境設備

塗装ロボット

粉体塗装

電着塗装

廃棄物一時保管所

油水分離排水処理生活排水処理排水処理設備と遊水池

塗装カス回収設備

廃棄物の分別収集による、有価物化
及び再資源化を推進していきます。
３Ｒ活動を進め、製品・材料の歩留
り改善や通箱化、保護材の再利用に
より廃棄物の削減に努めていきます。
また、リサイクル性の向上や有害物
質の使用量の削減をすることで、人
と環境にやさしい企業をめざします。

CO2 排出量実績推移
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PRTR届出値の推移
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小松 宇都宮 台当り

廃棄物排出量の推移
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54小松工場の活動 宇都宮工場の活動

エネルギー削減
廃棄物削減

電気・ＬＮＧ使用量の削減
　リサイクル率の向上
有料廃棄物の削減

EMSで特定した要求事項順守
適切な届出と有資格者の確保

適用される法令の定期的な監視・測定
各種関連法規に則した資格の取得と届出
対象設備に対する職場内での点検の実施

水質（排水流出）事故の予防
環境重要施設の改善
環境パトロール

全ての排水経路、関係設備・施設の管理
施設の改善による環境リスク低減（管理手順、教育・訓練の改善含む）
環境重要施設の維持、改善

環境測定（公害測定）
化学物質管理

各種関連法規に則した測定（水質、大気、VOC、騒音・振動、臭気、地下水）
PRTR・VOC物質の削減活動

ＩＳＯ14001関連教育
法定有資格者の育成
内部環境監査員の育成

定期的な教育実施、２０１５年版切替による教育実施
有資格者各部署申請　必要人数の確保
内部環境監査員の増員

排水濃度の法基準（自主基準含む）順守
地下水の監視
工場敷地の緑化
地域社会の環境ボランティア活動

油水分離槽の監視・測定（雨水排水の農業用水への影響を考慮）
井戸水の定期測定
構内緑地の維持管理・職場花壇の植え替えによる快適性向上
工場周囲の清掃活動

環境保全項目の報告
環境報告書の作成

推進状況報告　データ報告(１回 /月）
ホームページへの掲載・関係者への配布

 化学物質管理 　化学物質管理の実施と国際規制に対する順守

１） 資材費低減 改善原資の発掘、改善実施

２） 最終埋立処分量削減 対策と運用
新規産廃業者検討

２） フォークリフト燃料削減 フォークリフトスピード抑制

３）エアコン温度管理
　　不要電源OFF

各チェックシートに確認記録

３）仕損じ金額の削減 設計ミス低減による仕損金額低減

４） 焼却ゴミ年間排出量減量化 手順書による運用 ,及びネットワーク活用

５）リサイクル用紙廃棄の管理 月１回グループMTGにて改善立案活動と実績報告

６） 再生紙活動 社内発生古紙を製紙会社へ持ち込み、再生紙用材料として活用

省資源
・ＵＳＢハーネスの回路・経路見直しによる部材削減
・塗装型紙用トレーシングペーパー使用量削減
・RU車表皮材廃棄削減

回路・経路の見直し
出力方法の見直し
板金＋レザー７張り製から樹脂製に変更

軽量化
・バゲージロックの軽量化 集中バゲージロックの変更

小松工場 2019 年度目的 ・目標

環境目標
工場主要課題の推進

法的及びその他の
要求事項順守

著しい環境側面

生産環境部会

製品環境部会

教育 ・訓練、 継続的改善

地域社会の環境保全と
コミュニケーション

情報開示 ・共有化

実施項目

１） CO２排出量削減 電力、A重油、都市ガス使用量　改善積上げ　

宇都宮工場 2019 年度目的 ・目標

環境目標
廃棄物削減

省エネルギー

１）外製品不具合低減の推進 協力企業への訪問指導 (発生不具合の再発防止 )

２）改良設計の推進 改良設変（ＥＣＲの推進）
年間生産計画により月ごとに件数変動

２）歩留向上等による
　　廃却/廃棄部品の抑制

グリーン調達

１） 回転期間短縮 マル特部品管理在庫管理
１） 部品の集約 使用部品2種類→1種類に集約

１） エコキャップ推進活動 ペットボトルキャップ回収とリサイクル

２）工場周辺清掃実施 工場外周のごみ拾い
部署別分担計画表による

環境配慮設計

地域コミュニケーション

１）業務合理化（業務フロー） 業務フロー見直し

２）経費の管理 管理可能な数値（旅費交通費、運賃、通信費）

３）銀行からの預金引出回数減少 チェックシートに確認記録

４）仕様変更削減 仕様変更発行低減（1仕様当り発行件数管理）

５）損失工数削減 欠品削減活動

６）工数低減 設計変更提案・工法改善 等

７）塗装改善

８）仕損じ件数 作業仕損じ件数の管理

業務改善

１）落雷対応 工事の進捗確認・フォロー

２）完成検査不具合低減 連続不具合のFB及び評価

３）お客様検収の指摘低減 お客様固有不具合のフィードバック（10台以上の大ロット車）

リスク及び
機会への取組み

実施項目

2019 年度改善事例

生産設備の見直しによる省エネ ・環境対応

エネルギー削減
《提案名》 GHP更新

《工法》 固定費の削減

○省エネ効果
・契約電力量 ：279千円 /年
・電力削減量 ：23,307Kwh/年×10円 /Kwh ＝233千円 /年
・ＬＮＧ削減量 ：40,186Nm/年 × 70円 /Kwh ＝2,813千円 /年

　　　　　279千円 /年+233千円 /年+2813千円 /年＝3,325千円 /年

現行GHP 新型GHP

《概要》 ガスヒートポンプ空調を更新することにより、
 電気、LNGの消費を低減する

《従来》 《改善内容》

導入後17年が経過している
最新型に更新することにより
電力、LNGの消費を削減する

現在使用しているガスヒートポン
プ空調の冷媒が生産中止となり今
後修理できなくなる。

《効果予測》

2019 年度改善事例 化学物質管理
《提案名》 HSTマーキング用シンナーの溶剤変更

《工法》 PRTR 対象物質削減

PRTR該当物質の低減

　対象物質　　トルエン 55%
　1kgの含有量 550g
　年間削減量  2,904kg

・HSTマーキング用シンナー
　（車内塗料の希釈シンナー）
PRTR含有量
トルエン 55％

溶剤をトルエンフリーにする

左記PRTR含有量 0％

《概要》 HSTマーキング用シンナーの溶剤をトルエンフリーにする事により
 PRTR外套物質の低減を図る

《従来》 《改善内容》

《効果予測》

照明の LED化 フォークリフト ・
運搬車の電動化

蛍光灯

LED

動力：エンジン

動力：モーター

動力：エンジン

動力：モーター

小松工場稼働開始より16年、宇都宮工場開始より31年、その間、私たちが作るバス
だけでなくバスを作る設備・機械も省エネ対応となりそれに伴い環境にやさしい物
へと変わってきました。
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